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場
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揃
っ
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町
で
は
、自
然
を
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か
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さ
ま
ざ
ま
な
イ
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ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
初
夏
は
、矢
矧
川
沿
い
で
の「
ほ
た
る
の
夕
べ
」や
髙
倉

神
社
周
辺
で
の「
ホ
タ
ル
祭
り
」。夏
休
み
は
、毎
年
多
く

の
海
水
浴
客
で
賑
わ
う
波
津
海
水
浴
場
で
、「
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
」が
開
催
さ
れ
、地
引
網
体
験
な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。

高倉宮の綾杉
　社伝によると、神功皇后が
自らお手植えされたといわれ
ており、その際苗木を逆さまに
植えられたので｢逆杉｣とも呼
ばれ神木としてあがめられて
います。永禄2年(1559)に大
友宗麟の兵火に遭いました
が、焼け残った部分から再び
芽を出し現在のような大木に
なったと考えられています。樹
高17m､胸高周囲5.7m。

　邪鬼を含む高さは227.5cmのこの像
は、室町時代の延徳3年(1491)に須藤
駿河守行重の命により､筑前芦屋の鋳
物師､大工大江貞盛により造られました｡
　像は両足で大きな邪鬼を踏みつける
ように立ち､左手に多宝塔をかかげ､右
手に三叉（戟）を持っています。芦屋釜で
有名な、芦屋鋳造関係の貴重な資料と
なっています。昭和33年10月29日に有
形文化財（美術工芸品）として県指定と
なりました。

高倉の樟
　髙倉神社境内にある5本の樟のうち、4本が県の天然記
念物に指定されています。いずれも樹齢300年以上の老大
樹ですが､樹勢は旺盛で境内は樟の森といった趣です。

祭
祭りに集う文化財と生きる

財 県指定天然記念物

町指定文化財

県指定有形文化財

　高さ62.4cmのこの像は､体内銘文
から室町時代の嘉吉元年(1441)に京
都の三条いのくま仏所の仏師である祐
尊により造られたことがわかります。
　像は、3つの顔と6本の手からなり、髻
（もとどり）の上に馬頭を置き､目は非常
に鋭く､正面は三眼で､瞳の縁が赤で隈
取られています｡以前は50年に1度の
御開帳でしたが、現在は年に1度2月18
日に公開されています。

　縦97.5cm、横48.5cm
の掛幅装で、白い頭巾を
かぶり、栗色の十徳を着
た黒田如水の隠棲の姿
が描かれています。
　なお、この絵は井上周
防が主君黒田如水を追
慕し同寺に寄進したもの
です。

　縦94.5cm､横36.3cm
の掛幅装で、白い頭巾を
かぶり、黒い十徳を着た
井上周防の晩年の姿が
描かれています。筑前入
国後に周防と号し、曹洞
宗の禅寺「龍昌寺」を再
興しました。本堂の裏には
井上周防之房の墓所が
あります。
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